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国
民
精
神
総
動
員
運
動
下
の
旧
制
高
等
学
校
寄
宿
寮

ー
第
五
高
等
学
校
習
学
寮
の
場
合
｜

は
じ
め
に

近
代
の
戦
争
は
、
国
家
の
総
力
を
挙
げ
る
総
力
戦
と
し
て
遂
行
さ

れ
た
。
日
本
で
も

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
満
州
事
変
に
始
ま
る
戦
争

に
お
い
て
、
戦
争
と
軍
事
力
強
化
を
国
民
生
活
の
中
で
最
優
先
に
お

き
、
政
治
、
経
済
、
文
化
、
教
育
を
こ
れ
に
従
属
さ
せ
よ
う
と
す
る

国
家
総
動
員
体
制
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
教
育
に
お
い
て
は
、
一

九
三
二

（
昭
和
七
）
年
国
民
精
神
文
化
研
究
所
の
設
立
、

一
九
三
四

（
昭
和
九
）
年
文
部
省
思
想
局
の
設
置
、
教
学
刷
新
評
議
会
の
設
置
な

ど
に
そ
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
一
九
三
七
（
昭
和
一

二
）
年
に
は
円
中

戦
争
を
契
機
と
し
て
教
育
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、
総
動
員
体
制
を
支

え
る
教
育
制
度
改
革
の
立
案
が
行
わ
れ
た
。
学
校
教
育
に
お
い
て
そ

の
教
育
体
制
が
全
面
的
に
戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
時
期

で
あ
る
。

閉
じ
く
日
中
戦
争
開
戦
を
契
機
と
し
て
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た

国
民
精
神
総
動
員
運
動
は
、
国
民
を
戦
争
に
動
員
す
る
た
め
に
行
わ

れ
た
官
製
の
国
民
運
動
で
あ
っ
た
。
近
衛
内
閣
は
、
八
月
二
四
日
に

薄

田

千

穂

「国
民
精
神
総
動
員
実
施
要
綱
」
を
閣
議
決
定
し
、
九
月
に

「挙
国

一

致

・
尽
忠
報
国

・
堅
忍
持
久
」
の
三
大
指
標
を
掲
げ
た
内
閣
訓
令
を

出
し
て
国
民
精
神
総
動
員
運
動
を
開
始
し
た
。
一

O
月

一
二
日
に
は
、

運
動
の
推
進
団
体
と
し
て
国
民
精
神
総
動
員
中
央
連
盟
が
結
成
さ
れ
、

講
演
会
、
出
版
物
の
刊
行
と
配
布
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
映
画
界
な
ど
を

通
じ
て
大
々
的
な
日
本
主
義
精
神
の
宣
伝
を
行
っ
た
。
ま
た
、
一

O

月
に
国
民
精
神
総
動
員
強
調
週
間
、
一

一
月
に
明
治
節
奉
祝
と
国
民

精
神
作
興
週
間
、

一
二
月
に
国
民
精
神
総
動
員
運
動
産
業
週
間、

一

九
三
八
（
昭
和

一三
）
年
一
月
に
国
民
精
神
総
動
員
運
動
農
業
生
産
僧

強
運
動
週
間
、

二
月
に
愛
国
公
債
購
入
運
動
、
六
月
に
貯
蓄
報
国
強

調
週
間
な
ど
を
設
定
し
、
精
神
強
化
運
動
と
経
済
国
策
協
力
運
動
が

平
行
し
て
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

国
民
精
神
総
動
員
中
央
連
盟
は
、
昭
和

一
三
年
二
月
「
家
庭
報
国

三
綱
領
」
を
作
成
し
、
国
旗
掲
揚
、
予
算
生
活
励
行
と
国
債
応
募
、

服
装
を
質
素
と
す
る
こ
と
、
物
資
節
約
と
廃
物
利
用
、
徒
歩
、
ラ
ジ

オ
体
操
励
行
、
禁
酒
節
煙
な
ど
の
「
笑
践

一
四
項
目
」
の
実
践
を
国

民
に
呼
び
か
け
た
。
一

九
三
九
（
昭
和
一
四
〉
年
七
月
四
日
国
民
精
神
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